
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅い平らな川に石を置くだけで

流速が変化し⇒生き物が増える

だろう！ と try してみた。 

＜松殿橋下流＞ 

定例活動 毎月第 4 日曜 午後 1：30～  

メリケンガヤツリ  

 
 
発 行  白子川源流・水辺の会 

 編 集  東谷 篤/東谷貞子/菅沢恵子 

 題 字  宮本沙海 

 発行部数 1,200部 

 代 表  菅沢 博    03-3923-8430  

               練馬区南大泉 1-10-5 

        suga-lohas@jcom.home.ne.jp 

 http://www.geocities.jp/sirako_river/ 

※この会報は年 3回発行しています 

編集後記 

白子川の生き物 50 / 横山 松栄 
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▼支援してきた泉新小学校の総合学習が終わる時に「WE LOVE白

子川の会」が立ち上がった。生徒と先生方の汗の結晶を、これから

は、地域でも見守り育て支えていけるようにと願うばかりです。（ひ） 

▼街は、川を消すことが上手だ。ある時は埋めたて、ある時は蓋をし

て。しかし、新しく川を産むことは決してしない。できないのだ。だから

残された川を大切にしたい。（あ） 

▼むつかしいことをやさしく、やさしいことをふかく、ふかいことをおも

しろく、おもしろいことをまじめに、まじめなことをゆかいに…井上ひさ

しさんの言葉。我道遠し。（さ） 

▼夏カゼひいて毎日が不調のとき、編集作業中に届いたのが表紙

のちーちゃん。カッパくんを思う純粋な気持ち、観察力、森という壮

大な想像力、そして行動力、 どれもがまばゆく感じました。（け） 

現在、木道の東側のすぐ近くで、元気に

群生している。カヤツリグサ属は日本国内

だけでも 40 種類もあり、白子川で生育して

いるものが、間違いなくメリケンガヤツリ

かどうかは定かではありません。茎の色、

花序の形、大きさ、また花序の基部に発達

した苞があるのも、特徴的に当てはまる。 

 この種は南北アメリカが原産地で、日本

では先ず沖縄に侵入し、本州には 1959 年に

四日市市で発見され、その後 1990年代に関

東以西に広まったと言われている。 

 

 

 

 
        活動予定 

 

 9/ 2（土）源流まつり 企画決定会議（19：00-21：00） 

15（金）源流まつり 協賛店名〆切 

16（土）、17（日）泉新小「WE LOVE 白子川の会」川活動支援 

29（金）源流まつり チラシ/ポスター入荷 

30（土）源流まつり 第 1回実行委員会（15：00-17：00） 

10/14（土）源流まつり 第 2 回実行委員会（15：00-17：00） 

   21（土）源流まつり 準備（終日） 

  22（日）第 17 回白子川源流まつり 12:00～15:30 

11/12（日）「めいゆうまつり」出展（10：00-14：00こぶし広場） 
 
  

 

 

         

 

    

 

※運営会議は、定例活動の前日            

※定例活動は、9/24、11/26、12/24の日曜日 

当会は TOTO水環境基金の助成を受けています 
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